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1． まえがき 

IoT 化の一環として 920MHz 帯アンテナを用いた通信技

術(Wi-SUN)が注目されておりスマートガスメーターが普及

してきておりガスメーターにアンテナを搭載する必要があ

る.しかしアンテナがどのようなフェージング状態で使用さ

れるかは環境により,アンテナの小型化も考えなければなら

ないため 1 ポートでスイッチングが可能な電磁結合給電型

偏波ダイバーシティアンテナが望まれる. 

2 ．アンテナの空間相関係数 

設計した偏波ダイバーシティアンテナの模式図を図 1 に

示す．放射素子の先端部から dsの位置に金属製のショート

ピンが配置されており，放射素子とグランドが短絡してい

る．ショートピンの位置を，図中のショートピン A もしく

はショートピン B の位置に変更し放射素子上の電流経路を

変化させることで偏波の切り替えを行う． 

図 1 のアンテナについて FDTD 法を用いて放射パターン

を求め，以下の(1)式を用いて偏波分離度の指標である空間

相関係数ρを算出したところρ = 0.27が得られた． ただし，

式中の𝐸𝐴および 𝐸𝐵はそれぞれショートピン A とショート

ピン Bの場合の放射パターンである． 

また，図 1 のアンテナを作成し放射パターン測定を行っ

た．得られた放射パターンを図 2 に示す．この放射パター

ンを用いて算出した空間相関係数は ρ = 0.32であった． 

3 ．伝搬実験 

アンテナの偏波切り替えの効果を確認するため，図 1 の

アンテナを同等の特性となるように２つ作成し，送信アン

テナとしてパイプシャフトと呼ばれる金属製の箱に格納し，

伝搬実験を行った．送受信アンテナ間距離は 5 m に設定し

受信アンテナにはモノポールアンテナを用いた．ショート

ピンAの場合(モデルA)とショートピン Bの場合(モデル B)

を同時測定し，受信電力を累積分布関数にしたものを図 3

に示す．実験結果から 5 dBのダイバーシティゲインが得ら

れた． 

4．まとめ 

 ショートピンの位置で偏波を切り替える電磁結合給電型

偏波ダイバーシティアンテナを作成し，空間相関係数     

ρ = 0.32，ダイバーシティゲイン 5 dBが得られた． 
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図 1 ショートピンを用いた偏波ダイバーシティアンテナ

の模式図 

図 2 測定した放射パターンの E面およびH面 

図 3 受信電力の累積分布関数 
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